
 （�）　　２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 １ ５ 日　１ ６ ８ ５ 号	 自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可

	 2025．11．15
　月2回（1日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／北池 宏光 ・ 編集人／秦 信昭

1685号
1993年9月6日　第三種郵便物認可

通
勤
の
駅
で
、
阪

急
電
鉄
労
働
組
合

の
掲
示
板
に
貼
ら

れ
た
ポ
ス
タ
ー
の

「
人
と
地
域
を
つ

な
ぐ
み
ん
な
の
公

共
交
通
へ
」
と
い

う
言
葉
が
目
に
留
ま
っ
た
▼
慌

た
だ
し
い
朝
の
ホ
ー
ム
で
、
そ

の
一
文
が
妙
に
心
に
響
い
た
。

忙
し
さ
の
中
で
、
私
た
ち
は
つ

い
現
実
に
流
さ
れ
、
理
想
を
語

る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
だ
。
し
か

し
、
こ
う
し
て
理
想
を
掲
げ
続

け
る
姿
勢
こ
そ
が
、
組
合
の
存

在
意
義
で
は
な
い
か
と
思
う
▼

も
ち
ろ
ん
、
人
は
理
想
だ
け
で

は
生
き
て
い
け
な
い
。
生
活
の

た
め
に
働
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
柵

の
中
で
日
々
を
や
り
く
り
し
て

い
る
。
現
実
を
見
つ
め
る
リ
ア

リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
大
切
だ

が
、
理
想
が
な
け
れ
ば
生
き
る

意
味
を
見
失
っ
て
し
ま
う
▼
労

働
組
合
の
活
動
も
、
現
実
の
課

題
と
理
想
の
間
を
行
き
来
し
な

が
ら
進
む
。
そ
れ
で
も
「
こ
う

あ
り
た
い
」
と
願
う
理
想
を
掲

げ
る
か
ら
こ
そ
、
一
歩
を
踏
み

出
す
力
が
生
ま
れ
る
。
理
想
は

遠
く
て
も
、
そ
の
光
が
私
た
ち

を
導
く
。
朝
の
ざ
わ
め
く
ホ
ー

ム
の
片
隅
で
し
ば
し
沈
思
し
た
。
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19日　戦争させない、９条壊すな！
　　　11.19兵庫憲法集会（アステップ神戸）
20日　確定闘争第２波統一行動日
12月４日　県本部人権研修会（ひょうご共済会館）
６日　県本部囲碁・将棋大会（ひょうご共済会館）

当面の日程

なんか、アクつよい…

iNaki

　

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
兵

庫
県
本
部
（
兵
退
連
）
は
10
月

23
日
、
マ
ー
カ
ス
ス
ク
エ
ア
神

戸
に
お
い
て
第
50
回
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。

　

定
期
総
会
開
会
に
あ
た
り
、

大
槻
信
夫
会
長
は
「
兵
退
連
は

１
９
７
５
年
８
月
に
結
成
さ

れ
今
年
は
50
周
年
記
念
の
１
年

で
、
ま
た
同
時
に
戦
後
・
広
島
・

長
崎
か
ら
80
年
、
阪
神
淡
路
大

震
災
か
ら
30
年
の
節
目
の
年
で

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
兵
退
連

は
今
年
、
50
周
年
記
念
事
業
に

取
り
組
み
、
い
ず
れ
も
成
功
さ

せ
て
き
た
。
２
月
の
『
大
震
災

30
年
』
を
振
り
返
る
企
画
、
８

月
の
姫
路
市
で
の
『
被
爆
80
年

平
和
の
つ
ど
い
』、
９
月
に
は

尼
崎
市
で
の
介
護
保
険
の
危
機

を
学
ぶ
学
習
会
へ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
多
く
の
会
員
や
一
般
市
民

が
参
加
し
、
成
功
裏
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。
大
変
感
謝
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
課
題
も
多

く
あ
る
が
、
現
・
退
一
致
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、

活
動
報
告
・
会
計
報
告
、
新
年

度
方
針
案
、
予
算
案
、
新
役
員

案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
し
て
確
認
さ
れ
た
。

節目の総会で方針を確認

　

県
本
部
は
自
治
労
共
済
県
支

部
と
共
催
し
、
10
月
18
日
に
第

17
回
黒
豆
収
穫
祭
を
丹
波
篠
山

市
内
で
開
催
し
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
た

人
気
の
文
化
事
業
と
し
て
昨
年

か
ら
、
新
た
な
生
産
者
「
耕
し

や
」
の
全
面
協
力
の
も
と
実
施

し
た
。

　

黒
豆
収
穫
祭
当
日
は
、
実
行

委
員
が
朝
に
刈
り
取
っ
た
ば
か

り
の
新
鮮
な
黒
枝
豆
を
受
け
取

り
、
参
加
者
は
枝
か
ら
豆
を
取

り
外
す
「
豆
も
ぎ
」
や
、１
メ
ー

ト
ル
以
上
も
あ
る
枝
切
ハ
サ
ミ

を
使
っ
て
、
自
ら
刈
り
取
る
こ

と
が
で
き
る「
枝
豆
収
穫
体
験
」

な
ど
、13
単
組
か
ら
組
合
員
と
、

そ
の
家
族
を
含
め
１
６
５
人
が

参
加
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
そ
の

心
配
を
よ
そ
に
、
大
粒
で
豊
作

と
な
っ
た
。
参
加
者
は
黒
豆
畑

の
あ
ぜ
等
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

を
広
げ
、
収
穫
を
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
朝
に
茹
で
た
枝
豆
の

試
食
や
子
ど
も
福
引
き
コ
ー

ナ
ー
、
新
米
や
黒
豆
み
そ
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施

し
、さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、

旬
を
満
喫
し
た
。

　

働
く
女
性
の
交
流
集
会
が
10

月
12
日
、
神
戸
市
内
で
開
催
さ

れ
、
全
体
で
33
人
、
自
治
労
か

ら
は
18
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

雇
用
形
態
に
よ
る
格
差
を
変
え

て
い
く
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
、

聖
心
女
子
大
学
の
大
槻
奈
巳
さ

ん
か
ら
、
同
一
価
値
労
働
・
同

一
賃
金
や
職
務
評
価
、
女
性
の

職
業
的
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
た
。「
同
じ
価

値
の
仕
事
に
対
し
て
、
同
じ
賃

金
を
払
う
と
い
う
原
則
で
賃
金

を
算
出
し
、
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
カ
ギ
と
な
る
の
が
仕
事

の
価
値
を
測
る
職
務
評
価
。
仕

事
の
構
成
要
素
を
設
定
し
た
う

え
で
点
数
化
し
、
そ
の
総
計
得

点
で
職
務
の
大
き
さ
を
評
価
す

る
得
点
要
素
法
は
数
値
で
表
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
分
か
り
や

す
い
」
と
学
習
を
深
め
た
。

　

講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
世
代
や
立
場
、
職
種
を
超

え
て
、
自
分
た
ち
の
働
き
方
や

処
遇
に
つ
い
て
討
論
し
、
参
加

者
か
ら
は
「
職
務
評
価
の
話
が

聞
け
て
良
か
っ
た
。
自
分
自
身

で
仕
事
の
評
価
を
し
っ
か
り
し

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」「
職
場
で
は
控
え
め
に

な
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
大
槻
先

生
か
ら
、
自
分
の
周
り
に
い
る

『
賃
金
が
上
が
る
人
』
と
比
べ

て
処
遇
改
善
を
求
め
る
こ
と
や

評
価
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
教
わ
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
講
師
の
大
槻
さ
ん

か
ら
「
仕
事
で
は
、
当
局
の
言

い
な
り
に
な
ら
な
い
た
め
、
強

く
言
え
る
資
料
を
作
成
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
。
職
種
別
で
協

議
の
場
を
つ
く
る
の
も
一
つ
の

方
法
。
自
分
た
ち
の
要
求
を
言

い
続
け
る
こ
と
は
や
め
な
い
で

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
重
要
な
の

は
自
分
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を

送
り
た
い
の
か
、
ど
う
生
き
る

か
を
考
え
る
こ
と
。
必
要
な
支

援
や
何
を
学
び
、
何
を
得
て
い

る
の
か
を
意
識
し
、
蓄
積
し
て

い
く
よ
う
に
す
る
。
行
き
た
い

方
向
に
自
分
を
持
っ
て
い
け
る

『
切
り
ひ
ら
く
力
』
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
。

交流集会の様子

退職者会兵庫県本部第50回総会

半世紀の歩みを
力に新たな前進

県本部黒豆収穫祭

大
粒
の
黒
豆
に
歓
声

仲
間
と
と
も
に
味
わ
う
秋
の
恵
み

同
一
価
値
労
働・
同
一
賃
金
の
実
現
へ

働
く
女
性
の
交
流
集
会
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連
合
兵
庫
は
10
月
29
日
、
神

戸
市
内
で
定
期
大
会
を
開
き
、

第
19
期
の
総
括
と
と
も
に
第
20

期
の
運
動
方
針
や
２
０
２
６
年

度
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
た
。

今
大
会
で
は
、
財
政
基
盤
の
見

直
し
、組
織
拡
大
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
、
政
治
活
動
の
再

構
築
な
ど
、
今
後
の
重
点
課
題

が
提
起
さ
れ
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
那
須
会

長
は
、
来
年
１
月
か
ら
中
央
会

費
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
で
約

７
０
０
万
円
の
減
収
が
見
込
ま

れ
る
と
説
明
し
「
財
政
の
安
定

化
と
人
材
確
保
の
両
立
を
は
か

る
」
と
強
調
。
職
員
採
用
や
定

年
延
長
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
に
取
り
組
む
考
え
を

示
し
た
。
ま
た
、
組
織
拡
大
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
最
重
点
課

題
に
掲
げ
「
労
働
組
合
の
あ
る

職
場
と
な
い
職
場
で
賃
上
げ
に

差
が
あ
り
、
重
大
災
害
の
多
く

は
組
合
の
な
い
現
場
で
起
き
て

い
る
」
と
指
摘
。
女
性
が
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

「
女
性
目
線
の
運
動
を
進
め
る
」

と
述
べ
た
。政
治
分
野
で
は「
立

憲
民
主
党
と
国
民
民
主
党
の
溝

が
深
ま
っ
た
の
は
残
念
。
働
く

者
・
生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た

政
策
実
現
の
た
め
、
信
頼
関
係

を
再
構
築
し
た
い
」と
訴
え
た
。

　

報
告
・
議
案
提
案
後
の
質
疑

で
は
、
参
加
代
議
員
か
ら
労
使

紛
争
の
現
状
報
告
や
平
和
運
動

の
強
化
を
求
め
る
発
言
が
あ

り
、
執
行
部
は
「
安
心
で
き
る

社
会
は
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ
。

方
針
に
掲
げ
た
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
実
行
し
て
い
く
」
と

応
じ
た
。

　

採
決
で
は
、
す
べ
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新

た
な
２
年
間
に
向
け
て
一
致
団

結
し
て
取
り
組
む
方
針
を
確
認

し
た
。

　

10
～
11
月
に
行
わ
れ
た
兵
庫

県
内
の
各
自
治
体
選
挙
に
お

い
て
、
県
本
部
は
当
該
単
組
と

と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
た
結

果
、
推
薦
候
補
者
全
員
が
当
選

を
果
た
し
た
。

【
組
織
内
推
薦
候
補
】

神
河
町
長
選
挙

　

山
名
宗
悟

　
　

無
投
票
当
選

新
温
泉
町
議
会
議
員
選
挙

　

中
村
茂
５
５
０
票

　
　

定
数
14
／
11
位
当
選

【
県
本
部
推
薦
候
補
】

神
戸
市
長
選
挙

　

久
元
喜
造
27
万
５
２
７
３
票

　
　

定
数
１
／
１
位
当
選

豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙

　

義
本
み
ど
り
２
６
５
８
票

　
　

定
数
22
／
１
位
当
選

拳を上げ結束を示す参加者

歴史ある町職連協の歌を斉唱
　

町
職
連
協
は
９
月
27
日
、
播

磨
町
中
央
公
民
館
で
第
54
回
定

期
総
会
を
開
き
、
12
単
組
33
人

が
参
加
し
た
。
総
会
冒
頭
、
恒

例
の
兵
庫
県
町
村
職
連
の
歌
を

全
員
で
斉
唱
し
た
後
、
議
長
に

北
村
望
代
議
員
（
播
磨
町
職
）

を
選
出
し
、議
事
を
進
行
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
石
田
義

浩
議
長（
猪
名
川
町
職
）は「
昨

年
の
確
定
闘
争
で
は
地
域
手
当

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
単
組
も
あ

り
、
納
得
で
き
る
内
容
で
は
な

か
っ
た
。
今
年
は
全
町
職
単
組

で
人
勧
以
上
の
引
き
上
げ
を
め

ざ
し
た
い
」と
述
べ
た
。
ま
た
、

「
若
手
交
流
集
会
な
ど
楽
し
め

る
企
画
を
行
っ
て
き
た
。
新
年

度
も
繋
が
り
を
さ
ら
に
広
げ
て

い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

県
本
部
か
ら
は
足
立
育
生
副
委

員
長
（
神
河
町
職
）
が
出
席
し
、

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

経
過
報
告
は
藤
本
朋
也
事
務

局
次
長
（
稲
美
町
職
）、
市
町

村
共
済
組
合
報
告
は
本
田
圭
司

特
別
幹
事
（
神
河
町
職
）、
市

町
職
員
互
助
会
報
告
は
北
川
寿

一
特
別
幹
事
（
稲
美
町
職
）
が

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。質
疑
で
は
、

多
可
町
職
の
大
西
代
議
員
が
会

計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化
へ

の
取
り
組
み
を
報
告
。「
会
計

年
度
任
用
職
員
は
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
職
員
な
し
に
は

業
務
は
成
り
立
た
な
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
組
合
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
関
心
を
持
つ
職
員

も
お
り
、
今
後
も
粘
り
強
く
取

り
組
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

方
針
提
起
で
は
、
国
広
大
樹

事
務
局
長
（
佐
用
町
職
）
が
秋

の
確
定
交
渉
に
向
け
、
給
料
表

や
一
時
金
、
通
勤
手
当
の
引
き

上
げ
に
取
り
組
み
、
統
一
交
渉

に
結
集
し
て
各
町
の
労
働
条
件

を
底
上
げ
す
る
よ
う
呼
び
か
け

た
。
新
年
度
役
員
体
制
も
提
案

さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
戎
剛
副
委

員
長
を
講
師
に
「
町
職
役
員
が

押
さ
え
て
お
く
べ
き
人
勧
の
課

題
と
ポ
イ
ン
ト
」と
題
し
た
学
習

会
を
開
き
、今
年
度
の
人
事
院

勧
告
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

10
月
25
日
、
人
権
啓
発
研
究

第
45
回
兵
庫
県
集
会
が
神
戸
市

内
で
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
人

参
加
。
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
則
定
広
人
ひ
ょ
う
ご
部
落

解
放・
人
権
研
究
所
所
長
よ
り

「
今
年
は
同
和
対
策
審
議
会
答

申
か
ら
60
年
、
部
落
地
名
総
鑑

事
件
か
ら
50
年
と
い
う
節
目
の

年
。
本
日
の
集
会
で
、真
の
人
権

尊
重
社
会
は
私
た
ち
が
築
き
あ

げ
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
を

共
有
で
き
れ
ば
と
強
く
願
っ
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

記
念
講
演
は
、
北
原
モ
コ
ッ

ト
ゥ
ナ
シ
北
海
道
大
学
教
授
か

ら
「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け

て
」
と
題
し
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

に
は
気
づ
き
に
く
い
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
思
い
を
ア
イ
ヌ
の
視
点

か
ら
提
起
さ
れ
、「
対
話
」
を

通
し
て
、
多
様
性
を
認
め
合
う

本
当
の
共
生
社
会
を
作
る
た
め

の
一
助
と
な
っ
た
。

　

午
後
は
分
科
会
・
学
習
会
に

わ
か
れ
、「
部
落
問
題
」
の
分

科
会
で
は
、
未
だ
に
続
く
自
治

体
へ
の
差
別
問
い
合
わ
せ
の
実

態
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

現
状
を
変
え
て
い
く
た
め
に

も
、
自
治
体
や
職
員
が
き
ち
ん

と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
あ
っ
た
。

あいさつを行う則定所長

町職連協定期総会

人
勧
以
上
の
引
き
上
げ
を

若
手
交
流
の
広
が
り
や
組
織
化
の
取
り
組
み
報
告
も

10
月
・
11
月
の
自
治
体
選
挙
結
果

推
薦
候
補
全
員
が
当
選

部落解放研究兵庫県集会

「対話」から築く多文化共生社会
アイヌの視点から多様性を認め合う意義学ぶ

安
心
し
て
働
け
る
社
会
を
め
ざ
し
て

財
政
見
直
し
・
組
織
拡
大
・
平
等
推
進
を
柱
に


